
 

 

 

 

あけましておめでとうございます。 
１月１０日、元気に登校する児童の姿を見て、今年もがんばらなければと気持ちを新たにすることが

できました。冬休み明け集会では、「三匹のこぶた」のお話をきっかけに、「コツコツ努力を続けることの

大切さ」について話をしました。この冬休みも、箱根駅伝や高校サッカー選手権、それに春高バレーとテ

レビの映像を通して選手の皆さんの一生懸命な姿に何度も胸が熱くなりました。 

もうひとつ嬉しいことがありました。以前務めていた中学校での教え子が夢を実現させたのです。 

彼は、プロ野球選手になることを目標に野球をがんばっていました。中学校卒業後も、高校、大学、社

会人と野球を続け、ついに西部ライオンズからドラフトの指名を受け、入団が決まったのです。 

そこで、子供たちには、冬休み明け集会で次のように伝えました。 

 

 

 

アメリカのメジャーリーグで活躍する大谷翔平選手 
投手と打者の二刀流をリーグトップクラスの高いレベルで両立し、注目されて

います。そんな大谷選手、岩手県の花巻東高校の 1年生だった頃、すでに大きな目

標を立てており、その多くを現在、実現しています。 

大谷選手が花巻東高校 1年生のときに作成した「目標達成シート（マンダラチャ

ート）」の中心には「ドラ 1（ドラフト 1位）8球団」と書かれており、その実現の

ための小目標には「運」「メンタル」「コントロール」「スピード 160 ㎞」「人間性」

「体づくり」「キレ」「変化球」と８つの項目が並んでいます。  

さらに、その８つの小目標を達成するための具体的な目標を設定しているので

す。その中で、私が興味深いと感じたのが、小目標「運」を達成するための具体的

目標です。そこには、次の８つが書かれていました。 

「あいさつ」「ゴミ拾い」「部屋そうじ」「審判さんへの態度」 

「本を読む」「応援される人間になる」「プラス思考」「道具を大切に使う」 

この内容からも、高校生の頃からアスリートの模範になろうとしている姿が分かります。 実際に、大

谷選手が試合中にマウンドのごみを拾ったり、死球を与えた打者を気遣う姿も見られ、その姿勢は世界

中から賞賛を集めています。 

 

努力して後悔した人を見たことがない 

練習して下手になる人もいない 

何かをして変わった人はいても 

何もしないで変わった人はいない 
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『一生懸命頑張ることができる人は、すばらしい。成果はすぐにあらわれないかもしれませんが、ゆっく

りでもいいから、目標に向かって努力を続けることが大切です。今年も、みなさんの一生懸命な姿をたく

さん見られることを楽しみにしています。』 

 



大谷翔平選手が高校１年生のときにつくった 

目標達成シート 

 
 

 


